
１　検討テーマ

繊維技術等を活用した原子力災害対応高機能資材(防護服、拡散防止素材等)の研究開発

２　検討内容

①　福島事故におけるニーズの把握、要求される技術の検証

　・防護服の放射線の遮へい、通気性、耐水性等の機能向上に関する検討

　・放射性物質の拡散を防止（抑制）する資材に関する検討

②　研究課題の整理、研究開発内容の検討

③　研究開発の実施体制、研究開発費等の検討、調整
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『原子力災害対応高機能資材』ワーキンググループの検討状況
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４ 議事内容 

（１）福島第一原子力発電所における資材の利用状況 

（２）繊維技術等を活用した研究開発の可能性 

（３）拠点化計画における研究開発テーマについて意見交換 

（４）今後の進め方 

 

 

５ 主な意見 

（１）放射線遮へい資材 

・事故現場では遮へい、距離、時間の被ばく３原則を基本に取り組むことになる。具体

的には、現場の環境線量低減のための除染を行い、必要に応じて遮へい、作業員の時

間管理での作業となる。 

・遮へい体は重いので、防護服等の装着よりも、放射線源を遮へい体で覆うのが一般的

で、防護服での遮へいは最終手段。  

・環境線量低減の取り組み後、時間管理による作業を実施する。必要に応じて作業員の

交替を実施し、さらには遮へい防護服を着用して作業を実施する。  

・タングステンシートや遮へい壁などは、既存の資材は重いのが問題。高線量の現場作

業で持ち運びしやすい資材のニーズが高い。  

 

（２）開発製品の使用目的 

・製品の使用目的として事故時を想定するのであれば、平常時は保管しておくだけで、

購入数も少ない。事業者としては、平常時でも使え、安価で、作業性の良い資材の方

がニーズは高い。  

・タイベックスーツの技術は、スポーツメーカーで製品化される等、汎用性が高い。 

・福島の事故現場でも、遮へい素材の防護服よりタイベックのほうが利用されている。  

・原子力発電所の事故現場だけを想定するのではなく、発電所の周辺地域に視点を広げ

て、地域住民の防護服等についても検討した方がよい。 

 

 

６ 今後の検討の方向性 

福島原子力発電所をはじめ、原子力発電所現場の状況、ニーズに把握した上で、次の

ことについて検討し、研究開発テーマの選定、実施体制を検討する。 

・原子力発電所現場等で作業性のよい放射線遮へい資材 

・発電所周辺地域や住民等を対象とした原子力災害対応の素材 

・防護服など原子力資材の改善や他用途への展開の可能性 


